
主要事業の決定（議会提案）状況
（一般会計） ●・・・新規事業

千円 千円

教　育　費

事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

学校適応指導教室事
業

3,793

　生涯学習センターと旧ポリテクセンター内に学

校適応指導教室「せいら」、「せいら西」を開設

し、学習や体験活動を通して不登校児童生徒の学

校復帰を支援する。

実施
3,792

通信運搬費を精査し減額

スクールカウンセ
ラー事業

2,970

　教育相談の専門的な知識・経験を有するスクー

ルカウンセラーを小学校に配置し、不登校やいじ

めなど、子どもや保護者が抱える悩みについて、

適切なカウンセリングを実施する。

・負担割合　県1/3　市2/3

実施 特になし

学力向上対策推進事
業

580

　小中学校の学力調査の実施とともに小学校にお

いては知能テストや市独自の漢字検定などを実施

し、実態の把握・分析、指導方法の改善を行い、

今後のきめ細やかな指導の充実を図る。

実施 特になし

特別支援児童生徒サ
ポート事業

4,425

　小中学校において学習障害（ＬＤ）や注意欠陥

多動性障害（ＡＤＨＤ）、肢体不自由等の特別な

支援を必要とする児童・生徒に対し、支援員を配

置し、学習・生活支援を行い自立を支援する。

・臨時雇職員　12名

実施
580

１２名を緊急雇用で対応するため減額
・平成２５年４月～２６年３月雇用　８名
・平成２５年３月～２６年２月雇用　４名



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

特色ある学校創造事
業

300

　児童生徒の学力向上や豊かな心の育成を図るた

め、各学校が学校や地域の実態に応じて事業を企

画立案し、特色ある学校づくりを推進する。

・100千円×3校

実施 特になし

へき地校区高等学校
生徒通学費助成事業

601

　へき地校区から県内の高校へ通学する生徒につ

いて、保護者の経済的負担を軽減するため、通学

費の補助を行う。

・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小

・負担割合　県1/2　市1/2

実施 特になし

外国語教育支援事業 6,009

　市内の小中学校へ外国語指導助手（ＡＬＴ）を

派遣し、英語教育や授業の補助を行い、子どもた

ちの外国語によるコミュニケーション能力や国際

感覚を養う。

・小中学校ＡＬＴ　3名

実施 特になし

市小中学校規模適正
化推進協議会事業

192

　伊万里市教育委員会の諮問に応じ、全市的立場

で小中学校の規模適正化を図るため協議会を開催

する。

実施 特になし



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

小・中学校遠距離児
童生徒通学費助成事
業

21,516

　遠距離通学の児童生徒の通学手段を確保するた

め、スクールバスの運行や保護者の通学費に対す

る負担軽減を図るための助成を行う。

・小学校遠距離児童通学費助成事業　6,956千円

・中学校遠距離生徒通学費助成事業 14,560千円

・スクールバス　　黒川小学校、青嶺中学校

・通学用タクシー　南波多小学校、東陵中学校

・通学費補助　　　小学校4km以上

　　　　　　　　　中学校6km以上

実施
21,483

平成２４年度の実績等を精査し減額

小・中学校特別支援
教育就学奨励費助成
事業

2,384

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者の負

担を軽減するため、就学費の助成を行う。

・小学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　1,274千円

・中学校特別支援教育就学奨励費助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　1,110千円

・対象　給食費、修学旅行費、学用品費など

・負担割合　国1/2　市1/2

実施 特になし

小・中学校要保護
・準要保護児童生徒
就学援助事業

39,875

　経済的な理由により就学困難な児童生徒の保護

者の負担を軽減するため、就学費の助成を行う。

・小学校要保護・準要保護児童就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　20,592千円

・中学校要保護・準要保護生徒就学援助事業

　　　　　　　　　　　　　 　19,283千円

・対象　給食費、修学旅行費、学用品費など

・補助率　国1/2（要保護のみ）

実施
39,776

平成２４年度の実績等を精査し減額



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

小学校建設事業 388,896

　老朽化の著しい二里小学校について、継続費を

設定し、２か年で校舎の建設を行う。

・校舎改築事業費　1,058,516千円（2か年分）

・平成25年度事業費

　工事費　　　　　 353,067千円

　監理委託費　　　　 9,259千円

　仮設教室借上料　　21,285千円

　その他　　　　　　 5,285千円

実施
383,929

工事請負費等を精査し減額

中学校パソコン管理
事業

15,386

　平成２４年度でリース満了となる中学校４校の

パソコン室の生徒用パソコンを更新するととも

に、１人１台の配置を行う。

・パソコン更新対象校　伊万里・啓成・青嶺・

                      国見

・パソコンリース料等　15,386千円

実施
14,485

使用料及び賃借料を精査し減額

私立幼稚園就園奨励
費補助金

21,750

　私立幼稚園就園幼児の保護者の経済的負担を軽

減し、公立・私立幼稚園間の保護者負担の格差を

是正するため、保護者の課税額に応じ補助を行

う。

・対象園

　伊万里幼稚園、伊万里カトリック幼稚園外

・園児見込み数　309名

・国庫補助　事業費の1/3以内

実施 特になし



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

史跡大川内鍋島窯跡
保存整備事業

865

　大川内山の「歴史的資産」「町並み」「周辺景

観」の３つの資源について、個々の特徴を明らか

にするために地元と専門家を交えて協議を行うと

ともに、今後の活用方法をまとめた総合的な計画

の策定を行う。

・計画期間　  Ｈ23～Ｈ25（3か年）

・全体事業費　2,500千円

・負担割合　  県4/5（上限2,000千円）

実施 特になし

家庭・学校・地域連
携支援事業

600

　家庭と学校と地域が連携し、地域全体で子ども

たちの健やかな育ちや学校教育の活性化を支援す

るための体制づくりに必要な経費について補助を

行う。

○交付先

　伊万里市学校・家庭・地域連携推進協議会

○事業内容

・学校支援

　施設整備等の環境整備支援、部活動支援など

・家庭教育支援

　子育て講座、行政区懇談会など

・支援体制づくり

　実行委員会開催、コーディネーター選任など

○補助率　県1/2　市1/2

実施 特になし



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

青少年相談・補導活
動事業

1,769

　いじめ・不登校・非行など問題行動が増加する

なかで、子どもや家庭がかかえる悩み等を相談で

きる体制・環境を確立し、問題の早期解決に努め

る。

実施 特になし

放課後子ども教室推
進事業

870

　安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設

け、地域の人たちの参画を得て、子どもたちと共

にさまざまな学習やスポーツ・文化活動、地域住

民との交流活動等の取組を推進する。

・実施公民館　伊万里、牧島、大坪、立花、

　　　　　　　大川内、黒川、山代の7公民館

・対　　象　小学生

・負担割合　県2/3　市1/3

実施 特になし

伊万里塾推進事業 560

　地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を活か

した地域づくりを推進するため、各町公民館を拠

点に独自の講座等を開催する。

・実施公民館 14館　・委託料　40千円×14館

実施 特になし

ブックスタート事業 368

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に対

して、３か月児健診時に絵本を配布するととも

に、ボランティアと協働で読み聞かせを行う。

実施
362

消耗品を精査し減額



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

家読推進事業 628

　他自治体との情報交換や交流を通じて、本市の

家読の更なる推進を図る目的から「佐賀県うちど

くネットワーク」を形成するとともに、本年度は

「九州うちどくネットワークin伊万里」（仮称）

を開催する。

・報償費　431千円 ・旅費　150千円

・その他　 47千円

実施
321

報償費等を精査し減額

ウオーキング大会開
催事業

250

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街伊万

里ウオーク」を開催し、市民の健康づくりを推進

するとともに、全国のウオーキングファンへ呼び

かけることにより、伊万里を広くＰＲする。

・委託料　250千円

実施 特になし

スポーツ振興支援事
業

4,055

　市民スポーツの振興を図るため、市体育協会等

へ各種補助を行う。

・市体育協会運営費補助金　　　　　2,500千円

・町民スポーツ振興補助金　　　　　  247千円

・市スポーツ災害共済会運営費補助金　 20千円

・市内一周駅伝競走大会出場費補助金　156千円

・市スポーツ少年団本部運営費補助金　136千円

・県民体育大会出場費補助金　　 　 　519千円

・県民体育大会出場選手強化費補助金　477千円

4,053 補助金を精査し減額



事 業 名 要 求 額 要 求 事 業 の 概 要
決 定 状 況
(議会提案)

決 定 （ 議 会 提 案 ） に お け る 論 点 、 意 見等

千円 千円

●
県民体育大会開催事
業

400

　県内４ブロックの持ち回りで開催されている県

民体育大会を本市及び有田町、唐津市、玄海町で

開催する。

・期日　10月19日（土）、20日（日）

・種別　19種目32種別

・本市開催種目　軟式野球、サッカー、テニス、

　バスケットボール

実施 特になし

●
スポーツ合宿誘致推
進事業

500

　国見台等の市内体育施設を活用し、大学や高校

など学生のスポーツ合宿を誘致し、合宿に要する

費用の一部を助成することで、スポーツの振興と

ともに経済的効果や街の活性化を図る。

・助成内容　のべ宿泊者数×1,500円

※1団体あたりの上限額100千円

実施 特になし

学校給食センターＰ
ＦＩ事業

162,018

　ＰＦＩ手法により整備を行った学校給食セン

ターの建設経費等を、平成１８年度から平成３３

年度までの１６年払いで支払う。

・維持管理業務費　　15,187千円

・運営業務費　　　　67,676千円

・施設整備費　　　　79,155千円

実施 特になし
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